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閉会中の委員会活動

総務企画委員会城里町役場七会支所、筑西市役所、アルテリオ合併後のまちづくりを調査

環境商工委員会土浦市中心市街地、県霞ケ浦環境科学センター空き店舗活用のまちづくりを視察

保健福祉委員会こども病院、中央病院、友部病院県立３病院の運営や経営の状況を調査

アルテリオ内のしもだて美術館で施設の概要説明を受ける

土
浦
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑
を
行
う

県
立
中
央
病
院
で
高
度
放
射
線
機
器
の
説
明
を
受
け
る

　土浦市総合福祉会館において、土浦市の中心市街地活性化の取り組みにつ
いて、市の職員からまちづくり活性化バス事業やＳＯＨＯ支援事業等の説明
を受けました。土浦市では、中心市街地の中心性・独自性の促進、魅力ある
商店・商店街づくり、人づくりと組織づくりなどを取り組み方針として掲
げ、民間主体の街づくりを推進しているとのことです。委員からは、実績の
上がる活性化対策や常磐線の利便性の向上、就職率の向上に向けた取り組み

の充実などの意見、要望が出されました。
　次に、起業家の育成を支援する「インキュベーションセンターＳＯＨＯつ
ちうら」や、高齢者いきがい対応型デイサービス施設「いきいき館　たいこ
橋」等を訪れ、中心市街地の空き店舗を活用したユニークな事業を興味深く
視察しました。
　最後に、４月２２日にオープンした「県霞ケ浦環境科学センター」におい

て、業務概要や研究内容につ
いて説明を受け、実験室など
を視察しました。委員から
は、研究成果をもとに霞ヶ浦
浄化対策をはじめとする環境
問題に関して、ソフト・ハー
ド両面でアピールできるセン
ターとなることへの期待が寄
せられました。

　城里町役場七会支所において、光ファイバー網設備整備事業の概要につい
て説明を受けました。
　この整備事業は、旧七会村村内全域で超高速インターネット接続サービス
と緊急時の一斉放送サービスが受けられるよう、旧村内各世帯まで光ファイ
バー網を整備し、住民の利便性の向上を図ったものです。
　委員からは、合併に伴う旧七会村と旧常北町、旧桂村との設備格差の解消
などについて質問がありました。その後、同支所内にある商工会事務所にお
いて、設備の接続状況や利用状況を視察しました。
　次に、筑西市役所において、合併の経過や合併後の行政運営とまちづくり
の概要、また、ＪＲ下館駅の北側約５００ で進められているシビックコア
整備事業について、文化活動・交流機会が豊かな、潤いのある都市型生活拠
点の形成を目指し、官公庁施設を核に、市の施設や民間施設と一体的にまち
づくりを進めている状況について説明を受けました。
　その後、県内最多の議員を擁する筑西市議会の議場やシビックコア地区整
備事業で整備された市の施設「アルテリオ」（美術館・地域交流施設）を視
察しました。

　こども病院・中央病院・友部病院の県立３病院を訪れ、病院事業の概況と
運営状況、経営改善の取り組みなどについて調査を行いました。
　こども病院では隣接する周産期センターと連携した危急新生児の治療や骨
髄移植等の先進的な治療、休日救急医療の受け入れ等の説明がありました。
委員からは、経営改善アクションプランの達成状況について質問があり、病
院は、平成１６年度の病床利用率は目標（８０％）を達成したが、医業収入
は平成１５年度に比べて上がったものの、目標は達成できなかったと答えま
した。
　次に、中央病院では、病院から医療人材の育成、放射線による画像診断、
がんの治療、経営環境などについて説明を受けました。委員からは、がんの
発見に有効なＰＥＴ検診費の見込みについて質問があり、病院からは、通常
保険対応で自己負担が３～４万円、がん検診としての保険外対応の場合は１
０万円程度になる見込みであるとの答えがありました。
　最後に、友部病院では、精神科救急の状況等について説明を受けました。
委員からは、改築整備の え方や技能・労務職の採用状況などについての質
問がありました。
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合
併
後
の
地
域
づ
く
り
は
最
大
限
の
努
力
を
す
る

年間２５０万人の観光客が訪れる筑波山

圏
央
道
活
用
の
企
業
誘
致
は
大
型
補
助
制
度
の
創
設
を
検
討

少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
は
子
育
て
家
庭
を
社
会
で
支
援

シルバーリハビリ体操指導士の養成講習会

憲
法
改
正
論
議
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と

海岸侵食の恒久対策が進められている阿字ヶ浦海岸

潮来市と大子町会場に森との共生全国に発信
全国植樹祭開かれる

三の丸庁舎正門でのテ
レビドラマの撮影風景

天
皇
陛
下
の
お
手
播
き

　
六
月
五
日
に
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
潮

来
市
の
水
郷
県
民

の
森
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
大
子
町
の

奥
久
慈
憩
い
の
森

を
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
し
て
全
国
植

樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
一

万
一
千
人
に
の
ぼ

る
方
々
の
参
加
の

も
と
、
本
県
の
平

地
林
の
素
晴
ら
し

さ
と
森
林
・
林
業

の
重
要
性
、
さ
ら

に
は
森
林
と
の
共

生
の
大
切
さ
を
全

国
に
向
け
て
発
信

し
ま
し
た
。

　
天
皇
陛
下
に
は

ケ
ヤ
キ
、
ス
ダ
ジ

イ
、
タ
ブ
ノ
キ
を
、
皇
后
陛

下
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ

メ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
お
手
植

え
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
は

県
民
の
方
々
に
集
め

て
い
た
だ
い
た
ド
ン

グ
リ
か
ら
発
芽
し
た

苗
木
な
ど
約
八
千
本

を
植
樹
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
森
林
や
緑
は
、
私

た
ち
を
台
風
や
大
雨

に
よ
る
山
地
災
害
等

か
ら
守
っ
て
く
れ
る

だ
け
で
な
く
、
木
材

や
き
の
こ
、
山
菜
等

の
食
べ
物
、
浄
化
さ

れ
た
お
い
し
い
水
、

新
鮮
な
空
気
、
美
し

い
風
景
な
ど
様
々
な

恵
み
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
森
林
や
緑
を
自

分
の
も
の
と
し
て

え
、
守

り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
議
員
（
自
民
）
　
自
治
体
間

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
元
気
な
茨

城
を

る
た
め
に
は
、
県
勢
発

展
の
起
爆
剤
で
あ
る
圏
央
道
の

魅
力
を
活
用
し
た
戦
略
的
企
業

誘
致
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後

ど
う
進
め
る
の
か
。

　
知
事
　
地
理
的
優
位
性
や
つ

く
ば
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
進

め
た
い
。
ま
た
、
県
税
の
課
税

免
除
の
適
用
期
間
延
長
と
あ
わ

せ
、
大
型
補
助
制
度
の

設
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員
　
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
企
業
誘
致
、
観
光
振
興

な
ど
に
大
き
く
貢
献
す
る
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
方

策
は
。

　
企
画
部
長
　
新
た
な
ロ
ケ
適

地
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
充
実
に
よ
り
、
本
県
の
魅

力
を
映
像
関
係
者
に
積
極
的
に

広
報
宣
伝
し
て
い
く
。
ま
た
、

実
地
研
修
や
出
前
講
座
等
を
実

施
し
、
全
県
的
な
支
援
体
制
の

確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
に
対

す
る
県
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
幅
広
い
ロ
ケ
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
消
防
団
員
の
確
保

策
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
凶
悪

犯
罪
対
策
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
現
在
の
憲

法
論
議
に
必
要
な
の
は
、
思

停
止
的
な
護
憲
論

議
で
も
、
復
古
型

の
改
正
論
議
で
も

な
く
、
未
来
志
向

型
の
改
正
論
議
で

あ
る
。
憲
法
論
議

を
巡
る
状
況
に
つ

い
て
所
見
を
伺

う
。

　
知
事
　
我
が
国

固
有
の
歴
史
や
文

化
、
伝
統
に
根
ざ

し
た
価
値
観
や
倫

理
観
を
大
切
に

し
、
国
際
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
、
国

民
が
誇
り
を
持
て
る
新
し
い
国

家
を

る
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
幅
広
く
憲
法
の
あ
り
方
を
論

議
す
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
と

え
て
い
る
。

　
議
員
　
阿
字

浦
海
岸
の
侵

食
に
対
す
る
保
全
工
事
は
、
積

極
的
な
資
源
の
活
用
・
振
興
の

観
点
か
ら
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
現
在
の
保
全
工
事
で
は
不

十
分
で
あ
る
と

え
る
が
、
今

後
の
恒
久
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
土
木
部
長
　
応
急
対
策
と
し

て
離
岸
堤
、
砂
止
め
堤
の
設
置

を
行
っ
て
き
た
。
恒
久
対
策
と

し
て
は
離
岸
堤
延
伸
、
突
堤
の

設
置
、
養
浜
工
事
を
実
施
す

る
。
地
元
関
係
機
関
等
と
引
き

続
き
協
議
を
重
ね
、
恒
久
対
策

工
事
の
早
期
完
成
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
放
射
線
利
用
高
度

医
療
施
設
の
整
備
、
東
中
根
高

場
線
と
（
仮
称
）
那
珂
川
新
橋

の
整
備
見
通
し
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
県
ク
）
　
市
町
村

合
併
は
、
あ
く
ま
で
「
地
域
づ

く
り
の
有
効
な
手
段

の
一
つ
」
で
あ
る
。

合
併
後
の
取
り
組
み

こ
そ
が
地
域
づ
く
り

の
本
番
で
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
伺

う
。

　
知
事
　
新
た
な
地

域
づ
く
り
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
合

併
市
町
村
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策

を
講
じ
て
、
県
民
の
皆
様
に
合

併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
最
大
限
の
努

力
を
す
る
。

　
議
員
　
本
県
が
観
光
立
県
を

目
指
し
て
い
く
に
当
た
っ
て

は
、
お
も
て
な
し
の
心
や
地

域
間
連
携
、
新
た
な
観
光
資
源

の

造
な
ど
を
踏
ま
え
た
積
極

的
な
推
進
策
を
図
る
べ
き
と

え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
商
工
労
働
部
長
　
Ｔ
Ｘ
つ
く

ば
駅
な
ど
を
起
点
と
し
た
広
域

周
遊
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
や
ロ
ケ

地
・
グ
ル
メ
な
ど
を
活
用
し
た

新
し
い
観
光
ま
ち
づ
く
り
、

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
本
県
の
魅
力
を

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
使
っ
て
宣

伝
し
、
誘
客
増
大
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
ニ
ー
ト
対
策
、
介

護
予
防
へ
の
効
果
的
な
取
り
組

み
、
県
西
地
域
の
振
興
方
策
な

ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
県
立
健
康

プ
ラ
ザ
の
大
田
仁
史
氏
が
推
進

す
る
「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体

操
」
を
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

ど
う
取
り
込
む
の
か
。
ま
た
、

市
町
村
に
お
け
る
地
域
ケ
ア
の

取
り
組
み
格
差
の
解
消
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
が
地
域

ケ
ア
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参

加
し
、
事
業
の
一
部
と
し
て
取

り
込
む
。
ま
た
格
差
解
消
に
向

け
、
地
域
ケ
ア
事
業
の
研
修
会

の
開
催
や
熱
意
あ
る
地
域
ケ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
及

び
専
任
化
を
働
き
か
け
る
。

　
議
員
　
少
子
化
対
策
と
し
て

出
産
・
子
育
て
に
か
か
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
及
び
地
域
に
お

け
る
子
育
て
支
援
対
策
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
本
年
一
一

月
か
ら
は
乳
幼
児
医
療
費
助
成

対
象
を
三
歳
未
満
か
ら
未
就
学

児
ま
で
拡
大
す
る
。
地
域
で

は
、
経
験
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
画
に
よ
る
子
育
て
支
援
や

街
な
か
で
の
子
ど

も
の
一
時
預
か

り
、
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
、
「
家
庭
の

日
」
の
普
及
な

ど
、
社
会
全
体
で

の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

（ほ
か
に
、百
里
飛

行
場
民
間
共
用
化

事
業
の
推
進
と
利

用
の
促
進
、
児
童

生
徒
の
読
書
振
興

策
な
ど
も
質
問
）


